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研究成果の概要（和文）：　本研究では、学習者データを活用した外国語スピーキングに関する学習支援システ
ムの開発に取り組んだ。ここでは、①簡易に問題の追加作成が行える問題情報作成、②学習者データをもとにし
た解答の傾向や特性、③CGキャラクタを用いた弱点問題出題、に重点を置いて開発を行った。開発システムを用
いて実験を行った結果、学習者は、使役動詞haveを使った英文、無生物主語になる英文、currently、
completely等の副詞を難しく評価していることがわかった。本システムを用いることで、具体的な語句表現、文
法、構文等に対して、どういった項目ができている・できていないか学習者の状況を把握することが期待でき
る。

研究成果の概要（英文）： In this study, we worked on the development of a learning support system 
for foreign language speaking utilizing learner data. The system was developed with an emphasis on 
(1) easy creation of questions, (2) analysis of the characteristics of answers based on learner 
data, and (3) questions on weak points using CG characters. The results of an experiment using the 
developed system showed that learners had difficulty with English sentences using the causative verb
 "have," English sentences in which the subject is not a person, and adverbs such as "currently" and
 "completely". By using this system, it is expected to be possible to grasp the learners' progress 
in specific expressions, grammar, syntax, and so on.

研究分野： 教育工学

キーワード： スピーキング　学習者評価　音声認識　外国語運用能力

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
英語を話す力については、TOEICやTOEFL等により学習者の総括的な話す力は評価できる。しかし、個々の学習者
の英語運用能力を育てるためには、具体的な語句表現、文法、構文といった詳細について、どういった項目がで
きている・できていないか学習者の状況を把握して、その状況に応じた支援を行う必要がある。本システムを用
いることで、具体的な語句表現、文法、構文等について、どういった項目ができている・できていないか学習者
の状況を把握することが期待できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
グローバル化が進む中，外国語教育においてもコミュニケーション能力の育成が求められて

いる。一方，外国語 4 技能のうち，外国語を話す機会は限られるため，外国語を口頭で練習する
場が必要となる。また，スピーキングにおいて，学習者の側ではよく知っている表現なのに，い
ざ使うとなるととっさに出てこない場合が多くみられる。持っている言語知識（knowledge of 
language）を活用する language use を重視した外国語口頭運用能力を育てる必要がある。 
 外国語を話す力について，英語の場合であれば TOEIC Speaking Test や TOEFL iBT 等によ
り，学習者の総括的な話す力は評価できる。しかし，個々の学習者の外国語運用能力を育てるた
めには，具体的な語句表現，文法，構文や発音といった詳細な項目について，どういった項目が
できている・できていないか学習者の状況を把握して支援を行う必要がある。 
 
 
２．研究の目的 
 本研究では，学習者データを活用した外国語スピーキングに関する学習支援システムの開発
に取り組んだ。本研究で取り組んだシステムでは，以下の 3 点：(1)簡易に独自問題の追加作成
が行える問題情報作成，(2)学習者データをもとにした解答の傾向や特性の分析，(3)CG キャラ
クタを取り入れた弱点問題出題，に重点を置いて検討，開発を行った。さらに，スピーキングに
関する練習支援のため，音声認識を取り入れる可能性についても検討した。 
 
 
３．研究の方法 
(1)簡易に独自問題の追加作成が行える問題情報作成 
学習者がどういった項目を難しく感じているかなど，学習者の状況を把握するためには，固定

の問題ではなく，教師側による手軽な問題の追加変更が必要となる。ここでは，問題テンプレー
トを csv ファイルにより作成することにより，問題および問題関連情報を簡易に記述できるよ
うにした。 
 
(2)学習者データをもとにした解答の傾向や特性の分析 
学習者の状況を把握するための手だてとして，ここでは，学習者の解答状況をわかりやすく提

示する方法を検討した。また，学習者自身がどういった項目を難しいと評価しているかをつかむ
ため，各項目の難度に関する学習者の主観的評価を取り入れる可能性について検討した。 
 
(3)CG キャラクタを取り入れた弱点問題出題 
スピーキング練習では，様々な場面や文脈におけるコミュニケーションの場面が考えられる

ため，CG キャラクタを取り入れ場面別の問題を出題する点を検討開発した。そして，弱点問題
出題については，固定の問題を出題するだけでなく，動的に出題する問題を変更するしくみを検
討した。 
 
さらに，音声認識については，学習者の外国語（英語）音声がどの程度認識されるかの見通し

を得るため，Windows システムが持つ音声認識機能を取り入れたシステムを試作し検討した。
合わせて，google 音声認識エンジンを取り入れた音声翻訳機を用いて，音声認識を取り入れる
ことに対する学習者の意識を探った。 
 
 
４．研究成果 
(1)簡易に独自問題の追加作成が行える問題情報作成 
学習者がどういった項目を難しく感じているか

など，学習者の状況を把握するために，簡易に問
題情報をまとめて作成管理できるよう csv ファイ
ルによる管理を考え，出題する問題の問題番号，
英文，日本文，キーとなる語句表現等の項目を準
備した。開発したシステム（図 1）を運用し，教師
側が csv ファイルに問題情報を入力することで，
出題する問題の関連情報を作成編集できることを
確認した。 
 

図 1 システムの概要 
 
 



(2)学習者データをもとにした解答の傾向や特性の分析 
学習者の出題問題に対する解答状況の分析として，どのように提示すると把握しやすいかを

検討し，場面別の問題英文一覧リストを準備し，正解率（例：80%以上，50-80%，50%未満等）に
応じて色分けして結果を提示することを提案開発した（図 2）。これにより，学習者の苦手な項
目がどの程度あることやどの項目が苦手か，
などを視覚的に一目で把握することが可能
となった。 
 
また，学習者自身がどの程度，単語や英文

を難しく評価しているかをつかむため，学習
者の正解率とともに，口頭で解答する場合の
学習者側の難度を 5 段階で主観的に評価す
ることを検討した。 

図 2 正解率をもとにした color-coded table 
 
単語レベルでは名詞および動詞を，さらに単文レベルでの英文を，実験参加者に主観的に評価

してもらい，5段階の主観的評価による平均や標準偏差が，正解率だけでは把握できない学習者
の状況や個々の学習者による違いを把握する１つと手だてとなることが示唆された。そして，こ
の評価により，学習者は，無生物主語，have＋物＋過去分詞といった使役動詞表現，「come up 
with」や「make up for」といった句動詞表現，currently、completely 等の副詞などを口頭で
使用することが難しいと感じていることがわかった。 
 
(3)CG キャラクタを取り入れた弱点問題出題 
CG キャラクタを取り入れた弱点問題出題については，まず，(1)で作成した問題情報をもとに，

CG キャラクタを用いた問題を出題する機構を開発した。そして，弱点問題の出題については，
キーボードや RFID (Radio Frequency Identification) 等の外部デバイスから学習者の解答を
取得し，個々の学習者の解答に応じて動的に出題する問題を変更する機構を検討開発した。これ
により，１つの問題から問題の流れを選択することが可能となり，学習者の解答に応じて弱点問
題を出題するシステムを開発することができた。 
 
さらに、スピーキング練習システムに音声認識を取り入れる可能性を検討した。まず、どの程

度学習者の音声が認識可能かを探るため，Windows システムが持つ音声認識機能を取り入れたシ
ステムを開発した。実験の結果，/m/と/n/や，単語の語尾が認識されにくいことがわかった。ま
た、音声認識に関する関連研究として，google 音声認識エンジンを取り入れた音声翻訳機「ポケ
トーク」を用いて，参加者に音声認識を取り入れる可能性について調査した結果、参加者の 70%
以上がポケトークの使用を肯定的に評価するとともに、90％以上が自身の発音を意識したと答
えていた。参加者は意図したものと異なった認識結果が出た場合に、自身の発音が実際にはどの
ように認識される（聞こえる）のかを知ることができ、自身の発音向上への手だてを得ることが
できた。また、音声認識機能の使用と参加者の緊張や発音に対する苦手意識との間に相関関係は
見られず、参加者の多くが音声認識の使用を肯定的に捉えていた。これらの結果より，学習意欲
にマイナスの影響が出ることに注意しながら、音声認識機能をスピーキング学習に取り入れる
可能性が示唆された。 
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